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き　ら　り

●主な内容
第17回通常総代会開催/永年勤続被表彰者・全国森林組合連合会長表彰/平成29年度損益
計算書・平成30年度損益計画/平成29年度取扱実績……２
着任のご挨拶/長野森林組合平成30年度重点項目/理事会開催……３
特集【農中森力基金事業完了しました/鬼無里小・中学校特別教室棟完成】……４～５
フォレスト情報【長野県議会農政林務委員会に陳情/森林経営管理法が成立しました/「第
12回みんなで育てる協働の森づくり（千曲市植樹祭）」行われる/安全祈願祭、安全衛生
研修会を開催/木材市況】……６～７
贈り物に『きのこと山菜加工品の詰合せ』はいかがでしょうか/土手の草刈り時の足場と
して円柱丸太を活用しませんか/森林保険に加入しましょう/新人職員の紹介/人事異動/編
集後記……８
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平
成
30
年
度
第
17
回
通
常
総
代
会
が
、

３
月
28
日
㈬
午
後
２
時
よ
り
、
長
野
市
長

野
県
自
治
会
館
に
お
い
て
総
代
１
４
２
名

（
本
人
73
名
、
書
面
議
決
69
名
）
の
出
席

を
頂
き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

酒
井
組
合
長
よ
り
、
森
林
整
備
を
実
行

す
る
う
え
で
必
要
な
許
可
・
届
出
等
の
不

備
が
新
聞
紙
上
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

当
組
合
で
は
同
様
の
事
案
発
生
防
止
の
た

め
チ
ェ
ッ
ク
体
制
強
化
に
努
め
て
い
る
事
、

内
部
管
理
体
制
強
化
を
図
る
べ
く
役
職
員

の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
を
外
部
指
導

者
に
よ
り
実
施
し
適
正
な
組
合
運
営
を

図
っ
て
い
る
事
、「
森
林
づ
く
り
県
民
税
」

が
本
年
度
か
ら
三
期
目
の
継
続
と
な
り
多

面
的
な
利
活
用
が
期
待
さ
れ
る
事
、
来
年

度
よ
り
「
森
林
環
境
税
（
仮
称
）
が
創
設

さ
れ
る
事
」
と
な
り
、
地
域
林
業
活
性
化

へ
の
主
た
る
担
い
手
と
し
て
取
組
ん
で
い

く
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
野
市
か
ら
本
所
・
長
野
支
所

の
事
務
所

と
し
て
借

用
し
て
い

る
旧
蔵
春

閣
が
老
朽

化
に
よ
り 第

17
回
通
常
総
代
会
開
催

閉
鎖
さ
れ
る
事
と
な
り
移
転
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
と
な
り
昨
年
か
ら
移
転
先
を
検

討
し
て
来
た
が
、
長
野
市
の
ご
配
慮
に
よ

り
移
転
先
の
目
途
が
つ
い
て
来
て
い
る
の

で
早
期
移
転
を
目
指
し
て
行
く
事
と
、
移

転
先
に
つ
い
て
は
組
合
運
営
の
本
拠
地
と

し
て
、
緊
急
理
事
会
で
購
入
す
る
こ
と
で

決
定
頂
い
た
の
で
、
平
成
30
年
度
事
業
計

画
と
し
て
本
総
代
会
で
決
定
頂
く
事
の
説

明
も
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
は
、
主
た
る
組
合
事
業
の

組
合
員
所
有
林
の
森
林
整
備
が
年
度
途
中

で
補
助
金
予
算
の
関
係
で
事
業
メ
ニ
ュ
ー

の
変
更
が
あ
り
対
応
に
大
変
苦
労
し
ま
し

た
が
、
森
林
経
営
計
画
を
基
に
事
業
推
進

が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
機
関
造
林
事
業

（
請
負
の
森
林
整
備
）
の
発
注
減
、
加
工

事
業
（
木
材
加
工
・
食
品
加
工
）
の
売
上

減
な
ど
が
事
業
進
捗
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
ま
し
た
が
、
総
取
扱
高
は
１
７
・
２

８
億
円
で
計
画
比
１
２
０
％
と
な
り
、
森

林
整
備
は
、
９
５
８
ha
余
を
実
施
し
、
木

材
の
取
扱
量
は
、
３
９
，
０
０
０
㎥
余
を

搬
出
し
、
森
林
経
営
計
画
樹
立
累
計
面
積

は
１
２
，
４
８
０
ha
と
な
り
管
内
民
有
林

の
約
16
％
を
樹
立
出
来
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
、
飯
綱
町
の
上
野
説
郎
氏
を

選
出
し
、
11
議
案
す
べ
て
原
案
通
り
可
決

決
定
さ
れ
ま
し
た
。　

　

第
５
号
議
案
で
は
、
経
営
意
欲
の
低
下

し
た
森
林
所
有
者
の
森
林
等
に
つ
い
て
将

来
的
に
森
林
組
合
系
統
が
代
っ
て
森
林
経

営
を
行
い
や
す
く
し
施
業
の
集
約
化
等
を

促
進
す
る
「
森
林
経
営
事
業
の
実
施
に
つ

い
て
」
が
、
第
６
号
議
案
で
は
森
林
組
合

法
改
正
に
伴
う
「
定
款
の
一
部
変
更
」
が
、

そ
れ
ぞ
れ
特
別
議
決
で
可
決
決
定
さ
れ
、

第
７
号
議
案
で
は
、「
森
林
経
営
規
程
の

◎
永
年
勤
続
被
表
彰
者

25
年
以
上
一
般
職
員　

鬼
無
里
事
業
所
食
品
加
工
係

　

小
川　

兼
範

20
年
以
上
技
能
職
員　

長
野
支
所�

徳
武　

由
和

20
年
以
上
技
能
職
員　

西
山
支
所�

川
又　

徳
久

10
年
以
上
技
能
職
員　

長
野
支
所�

本
間　

達
弘

10
年
以
上
技
能
職
員　

西
山
支
所�

伊
藤　

啓
太

10
年
以
上
技
能
職
員　

西
山
支
所�

徳
竹　

正
樹

10
年
以
上
技
能
職
員　

北
部
支
所�

堺　
　

悠
輔

10
年
以
上
技
能
職
員　

長
野
支
所�

峰
村　

充
延

10
年
以
上
技
能
職
員　

西
山
支
所�

池
田　

好
一

◎
全
国
森
林
組
合
連
合
会
長
表
彰

西
山
支
所　

技
能
職
員�

北
村　

康
一

北
部
支
所　

技
能
職
員�

小
川　

真
司

木材の取扱量（㎥） 森林
整備 新植 下刈 除伐Ⅰ 除伐Ⅱ 除伐Ⅲ 間伐 搬出

間伐 枝打 その他 計

販売事業 1,052 受託 1 30 0 0 30 418 194 0 17 690
林産事業 6,844 請負 5 17 26 26 0 8 110 1 69 262
受託林産事業 23,003 治山 0 0 0 0 0 6 0 0 0 6
林産請負 9,219 合計 6 47 26 26 30 432 304 1 86 958
加工事業 1,292（ペレット 403㌧

オガ粉 44㎥ 含む） 作業道・作業路開設 29,665ｍ

合計 41,410

平成29年度　取扱実績 （単位：ha）

平成29年度　損益計算書・平成30年度　損益計画 （単位：千円）
平成29年度実績 事業区分 平成30年度計画

取 扱 高 損　　益 損　　益 取 扱 高
13,471 △ 7,217 指 導 △ 13,539 12,225

461,914 70,671 販 売 91,018 565,475
332,429 4,230 加 工 14,595 300,807
515,272 11,319 森 林 整 備 30,759 227,754
372,796 126,933 利 用 142,513 340,277

39 39 林 地 供 給 0 0
559 559 福 利 厚 生 450 450

31,618 5,420 購 買 3,644 21,821
28 7 金 融 7 7

1,728,126 211,961 合 計 269,447 1,468,816
　 206,878 事 業 管 理 費 263,592 　
　 5,083 事 業 利 益 5,855 　
　 12,257 事 業 外 損 益 △ 3,420 　
　 17,340 経 常 利 益 2,435 　
　 701 特 別 損 益 4,656 　
　 △ 984 法人税・住民税 △ 985 　
　 17,057 当 期 剰 余 金 6,106 　

※取扱高には、受託事業含む

制
定
」
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
長
野
地
域
振
興
局
局
長

代
理
宮
下
林
務
課
長
補
佐
兼
林
務
係
長
、

川
村
北
信
森
林
管
理
署
長
、
加
藤
長
野
市

長
、
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
会
長
代
理

林
副
会
長
理
事
、
農
林
中
央
金
庫
関
東
業

務
部
佐
藤
部
長
代
理
各
位
か
ら
ご
祝
辞
を

頂
き
ま
し
た
。
議
事
終
了
後
、
組
合
長
よ

り
永
年
勤
続
職
員
へ
の
表
彰
状
の
授
与
・

全
国
森
林
組
合
連
合
会
会
長
表
彰
の
伝
達

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
を
代
表
し
て

小
川
兼
範
氏
よ
り
謝
辞
を
頂
き
、
村
石
副

組
合
長
の
こ
と
ば
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

全議案可決決定されました

議
長
　
飯
綱
町
の

　
　
　
上
野
総
代
様
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ヤ
マ
ザ
ク
ラ

や
コ
ブ
シ
の
時

期
も
過
ぎ
、
山

は
夏
に
向
け
て
、

日
々
緑
が
濃
く

な
っ
て
来
て
い

ま
す
が
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
益
々
ご
健

勝
の
事
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
四
月
よ
り
、
長
野
地
域
振

興
局
の
林
務
課
長
と
し
て
着
任
致
し
ま
し

た
。
長
野
地
域
で
の
勤
務
は
初
め
て
で
は

あ
り
ま
す
が
、
当
地
域
の
森
林
・
林
業
の

た
め
に
、
微
力
な
が
ら
尽
力
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
に
は
大

変
お
世
話
に
な
る
事
と
思
い
ま
す
が
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
県
民
の
皆
様
か
ら
の
応
援
も
頂

く
中
で
、「
森
林
づ
く
り
県
民
税
」
も
本

年
度
か
ら
第
３
期
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
度
か
ら
は
、
２
０
２
４
年

度
に
導
入
さ
れ
る
国
の
森
林
環
境
税
に
先

立
ち
、
森
林
環
境
譲
与
税
が
市
町
村
や
都

道
府
県
に
配
分
さ
れ
る
事
と
な
り
ま
す
。

今
後
は
、
県
・
国
を
挙
げ
て
「
伐
採
か
ら

再
造
林
に
」
向
け
た
動
き
が
、
よ
り
現
実

味
を
帯
び
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
度
策
定
し
た
「
長
野
県
総

合
５
ヵ
年
計
画
（
し
あ
わ
せ
信
州
創
造
プ

ラ
ン
2.0
）」
に
お
い
て
は
、
基
本
目
標
の

「
確
か
な
暮
ら
し
が
営
ま
れ
る
美
し
い
信

州
～
学
び
と
自
治
の
力
で
拓
く
新
時
代
～
」

に
向
け
た
重
点
政
策
を
「
収
益
性
と
創
造

性
の
高
い
農
林
業
の
推
進
」
と
し
て
、
そ

の
中
に
「
森
林
の
持
続
的
な
管
理
と
多
面

的
な
利
活
用
」
を
位
置
づ
け
、
集
約
化
と

計
画
的
な
森
林
整
備
に
よ
る
循
環
利
用
と

様
々
な
主
体
の
参
画
に
よ
る
自
立
的
・
持

「
確
か
な
暮
ら
し
が
営
ま
れ
る
美
し
い
信
州
」
と

　
そ
れ
を
支
え
る
森
林
・
林
業

長
野
地
域
振
興
局
林
務
課
長
　
佐
藤
　
　
繁

続
的
な
管
理
体
制
の
構
築
等
を
推
進
す
る

事
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
県
土
の
強
靱
化
」
の
中
に
お

い
て
も
、「
災
害
に
強
い
イ
ン
フ
ラ
整
備
」

を
位
置
づ
け
、
適
切
な
間
伐
等
に
よ
る
災

害
に
強
い
森
林
づ
く
り
を
推
進
す
る
事
と

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
計
画
期
間
の
５
年
間
で
は
答

え
が
出
な
い
か
も
知
れ
な
い
中
・
長
期
的

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

「
美
し
く
豊
か
な
木
と
森
の
文
化
の
再

生
・
創
造
」
を
掲
げ
、
森
林
の
恵
み
が
享

受
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
す
事

と
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
の
全
体
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.pref.nagano.lg.jp/

kikaku/kensei/soshiki/shingikai/
ichiran/sogokeikaku/2018keikaku.
htm
l

）
を
御
覧
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

私
ど
も
林
務
課
職
員
一
同
、
こ
れ
ら
の

実
現
に
向
け
尽
力
し
て
行
く
予
定
で
す
が
、

い
ず
れ
も
県
行
政
だ
け
で
は
実
現
困
難
な

内
容
で
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
も
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
組
合
員
皆
様
の
ご
活
躍
、
ご
健

勝
を
祈
念
し
、
着
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

１
．
法
令
順
守
を
徹
底
し
信
頼
さ
れ
る
組
織
と
し
て
、
経
営
管
理
体
制
の
強
化
と
透
明

化
を
推
進
し
ま
す
。

２
．
組
合
員
の
た
め
の
組
合
経
営
を
基
本
理
念
と
し
、
健
全
な
森
林
づ
く
り
と
森
林
整

備
に
よ
る
利
益
還
元
に
努
め
ま
す
。

３
．
木
材
の
地
産
地
消
を
基
本
に
利
用
推
進
を
図
り
ま
す
。

４
．
健
康
で
意
欲
湧
く
労
働
災
害
の
な
い
職
場
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

長
野
森
林
組
合
平
成
30
年
度
重
点
項
目

理
事
会
開
催

第
４
回
理
事
会�

開
催
日　

平
成
29
年
12
月
12
日

《
議　
　

事
》

第
１
号
議
案　

第
三
四
半
期
の
事
業
報
告
と
年
度

末
見
込
み
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

本
所
事
務
所
移
転
の
件
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

職
員
等
の
年
末
賞
与
の
支
給
に
つ

い
て

第
４
号
議
案　

要
領
等
の
一
部
改
正
と
事
務
手
続

き
の
制
定
に
つ
い
て

追
加
議
案　

長
野
県
に
よ
る
森
林
組
合
常
例
検
査

の
指
示
書
と
改
善
内
容
に
つ
い
て

追
加
議
案　

職
制
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

追
加
議
案　

意
匠
権
の
処
分
に
つ
い
て

《
承
認
議
案
》

第
１
号　

理
事
と
の
利
益
相
反
契
約
に
つ
い
て

《
報
告
事
項
》

第
１
号　

専
門
委
員
会
等
か
ら
の
報
告
に
つ
い
て

第
２
号　

平
成
30
年
度
間
伐
等
森
林
整
備
促
進
対

策
事
業
等
の
要
望
に
つ
い
て

第
３
号　

不
適
正
事
案
に
つ
い
て

　

�

　

緊
急
理
事
会�

開
催
日　

平
成
30
年
２
月
13
日

《
議　
　

事
》

第
１
号
議
案　

本
所
・
長
野
支
所
事
務
所
取
得
の

件
に
つ
い
て

《
承
認
議
案
》

第
１
号　

理
事
と
の
利
益
相
反
契
約
に
つ
い
て

《
報
告
事
項
》

第
１
号　

会
議
等
の
日
程
に
つ
い
て

　

�

　

第
５
回
理
事
会�

開
催
日　

平
成
30
年
３
月
７
日

《
議　
　

事
》

第
１
号
議
案　

平
成
29
年
度
資
産
査
定
結
果
及
び

貸
倒
引
当
金
（
案
）
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

平
成
29
年
度
決
算
及
び
剰
余
金
処

分
（
案
）
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に

つ
い
て

第
４
号
議
案　

総
代
会
の
招
集
及
び
総
代
会
に
附

議
す
る
事
項
に
つ
い
て

第
５
号
議
案　

森
林
経
営
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

第
６
号
議
案　

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
７
号
議
案　

規
程
の
制
定
に
つ
い
て

第
８
号
議
案　

規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
９
号
議
案　

固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

《
承
認
議
案
》

第
１
号　

理
事
と
の
利
益
相
反
契
約
に
つ
い
て

《
報
告
事
項
》

第
１
号　

組
合
員
の
加
入
・
脱
退
に
つ
い
て

第
２
号　

総
代
会
の
開
催
要
領
等
に
つ
い
て

第
３
号　

年
末
賞
与
の
支
給
状
況
に
つ
い
て

第
４
号　

決
算
賞
与
の
支
給
状
況
に
つ
い
て

第
５
号　

専
門
委
員
会
等
か
ら
の
報
告
に
つ
い
て

第
６
号　

債
権
回
収
の
件
に
つ
い
て

第
７
号　

本
所
・
長
野
支
所
事
務
所
取
得
の
件
に

つ
い
て

　

�

　

第
１
回
理
事
会�

開
催
日　

平
成
30
年
４
月
25
日

《
議　
　

事
》

第
１
号
議
案　

理
事
の
各
人
別
報
酬
額
の
決
定
に

つ
い
て

第
２
号
議
案　

組
合
加
入
金
の
額
の
決
定
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

利
用
料
及
び
手
数
料
の
額
の
決
定

に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

第
５
号
議
案　

参
事
及
び
会
計
主
任
の
任
免
に
つ

い
て

第
６
号
議
案　

規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

《
承
認
議
案
》

第
１
号　

理
事
と
の
利
益
相
反
契
約
に
つ
い
て

《
報
告
事
項
》

第
１
号　

専
門
委
員
会
等
か
ら
の
報
告
に
つ
い
て

第
２
号　

債
権
回
収
の
件
に
つ
い
て

第
３
号　

本
所
・
長
野
支
所
事
務
所
取
得
の
件
に

つ
い
て
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昨
年
来
、
長
野
市
中
条
地
区
で
進
め
て

参
り
ま
し
た
『
農
中
森
力
基
金
』
の
現
場

で
、
平
成
29
年
11
月
１
～
２
日
に
第
一
回

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
し
て
、
東
京
大
学
名

誉
教
授
の
酒
井
秀
夫
先
生
が
お
見
え
に
な

り
開
設
し
た
森
林
作
業
道
の
状
況
と
搬
出

間
伐
の
実
施
状
況
を
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
先
生
か
ら
は
、
丁
寧

な
作
業
道
作
設
と
管
理
が
さ
れ

て
い
る
点
に
つ
い
て
と
、
熱
心

な
若
手
技
能
職
員
の
質
問
内
容

に
つ
い
て
好
評
価
を
頂
き
ま
し

た
。　

　

平
成
30
年
３
月
８
～
９
日
に

第
二
回
と
し
て
山
形
大
学
名
誉

教
授
の
野
堀
嘉
裕
先
生
が
お
見

え
に
な
り
、
中
間
土
場
、
ク

レ
ー
ン
に
よ
る
搬
出
間
伐
の
現

場
、
広
葉
樹
施
業
の
現
場
を
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
か
ら
は
、

地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
ク
レ
ー

ン
に
よ
る
搬
出
間
伐
は
今
後
可

能
性
が
高
い
と
い
う
評
価
と
、

広
葉
樹
施
業
に
つ
い
て
は
諸
外

国
の
調
査
結
果
も
交
え
て
ご
指

導
を
頂
き
ま
し
た
。

農
中
森も
り
ぢ
か
ら力
基
金
事
業

　

平
成
30
年
３
月
14
日
に
は
、
森
林
総
合

研
究
所
林
業
工
学
研
究
領
域
収
穫
シ
ス
テ

ム
研
究
室
長　

上
村
巧
氏
、
主
任
研
究
員

　

中
澤
昌
彦
氏
・
瀧
誠
志
郎
氏
、
長
野
県

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員　

戸
田

堅
一
郎
氏
を
招
き
、
研
究
成
果
発
表
会
を

中
条
「
や
き
も
ち
家
」
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
本
事
業
の
テ
ー
マ
で
あ
る
、「
最
終

林
型
を
明
確
に
し
て
目
的
に
応
じ
た
施
業

の
実
施
を
行
う
こ
と
」
に
つ
い
て
、
基
本

的
な
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
手
法
か
ら
、
最
新
の

レ
ー
ザ
ー
技
術
や
Ｕ
Ａ
Ｖ
（
ド
ロ
ー
ン
）

を
活
用
し
た
森
林
調
査
ま
で
中
条
で
の
調

査
研
究
の
成
果
を
発
表
頂
き
ま
し
た
。
今

回
の
貴
重
な
研
究
内
容
に
つ
い
て
、
本
事

● 『
～
や
ま
ん
ば
伝
説
の
里
～
　
信

州
中
条
の
森
林
再
生
事
業
』
完
了

し
ま
し
た

作業道開設と間伐が完了し明るくなった森林

クレーンによる搬出間伐状況（ドローン撮影画像）

業
の
報
告
書
を
作
成
し
ま
し
た
。
本
書
を

活
用
す
る
と
共
に
、
７
月
26
～
27
日
に
東

京
で
開
催
さ
れ
る
森
林
組
合
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
に
て
、
事
業
を
担
当
し
た
赤
松
課

長
・
和
田
（
優
）
技
師
で
全
国
発
表
し
広

く
技
術
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

　

農
中
森
力
基
金
事
業
に
よ
り
、
中
条
地

区
に
森
林
経
営
計
画
２
団
地
を
樹
立
し
、

搬
出
間
伐
２
０
・
８
５
ha
、
造
林
保
育
２

０
・
５
８
ha
の
森
林
整
備
、
作
業
道
３
，

２
６
６
ｍ
の
開
設
及
び
補
修
を
実
施
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
引
き
続
き
当
地
域

で
の
森
林
整
備
を
拡
充
し
地
域
の
活
性
化

に
も
貢
献
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

研究成果報告会
野堀嘉裕先生

酒井秀夫先生
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本
年
４
月
、
長
野
市
鬼
無
里
地
区
に
鬼

無
里
小
・
中
学
校
が
開
校
し
、
特
別
教
室

棟
も
完
成
し
ま
し
た
。

　

鬼
無
里
地
区
に
は
、
小
学
校
と
中
学
校

が
一
校
ず
つ
別
々
の
場
所
に
あ
り
ま
し
た

が
、
児
童
数
の
減
少
や
、
平
成
26
年
に
発

生
し
た
神
城
断
層
地
震
に
よ
る
鬼
無
里
中

学
校
校
舎
の
被
災
に
よ
り
、
小
学
校
の
校

舎
を
利
用
し
一
貫
校
が
開
校
す
る
と
と
も

に
、
昨
年
か
ら
工
事
が
行
わ
れ
て
き
た
特

別
教
室
棟
も
完
成
し
「
森
の
学
び
舎　

鬼

ら
里
（
き
ら
り
）」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

●
鬼
無
里
小
・
中
学
校
特
別
教
室
棟
「
鬼き

らら

里り

」
が
完
成
し
ま
し
た

　

工
事
の
概
要
で
す
が
、
木
造
平
屋
建
て
、

延
べ
床
面
積
は
約
６
０
０
㎡
で
、
多
目
的

ホ
ー
ル
・
図
書
室
・
ク
ラ
フ
ト
ル
ー
ム
・

交
流
室
・
事
務
室
・
ト
イ
レ
が
新
た
に
建

設
さ
れ
、
そ
の
他
既
存
校
舎
の
改
修
工
事

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

工
事
は
昨
年
７
月
か
ら
開
始
さ
れ
、
本

体
工
事
は
長
野
市
の
川
浦
土
建
株
式
会
社

が
請
負
い
ま
し
た
。
長
野
森
林
組
合
で
は
、

構
造
・
造
作
な
ど
の
木
工
事
、
木
製
建

具
・
家
具
工
事
、
既
存
校
舎
の
改
修
工
事

を
施
工
し
ま
し
た
。

　

木
工
事
で
は
、
地
元
鬼
無
里
産
材
の
杉

と
唐
松
を
製
品
材
積
で
約
67
㎥
使
用
し
ま

し
た
。

　

特
別
教
室
棟
建
設
の
計
画
段
階
か
ら
地

元
の
皆
様
か
ら
、「
ぜ
ひ
鬼
無
里
の
木
材

を
使
用
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
を
頂
き
、

設
計
業
者
と
も
打
合
せ
を
進
め
ま
し
た
。

　

木
材
は
、
昨
年
７
月
か
ら
戸
隠
西
岳
連

峰
の
麓
に
あ
る
十
八
部
落
生
産
森
林
組
合

分
収
林
か
ら
伐
採
搬
出
し
、
県
内
の
集
成

材
工
場
や
製
材
所
に
直
送
し
建
設
工
事
の

進
捗
に
合
わ
せ
準
備
し
ま
し
た
。
分
収
林

オ
ー
ナ
ー
と
の
分
収
契
約
満
期
が
、
特
別

教
室
棟
建
設
工
事
と
ち
ょ
う
ど
一
緒
に
な

り
、
長
年
育
成
し
た
木
材
が
、
地
元
の
学

校
の
校
舎
と
し
て
活
用
さ
れ
る
事
は
感
慨

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

本
工
事
で
は
地
元
の
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
「
地
域
材
を
ふ
ん

だ
ん
に
利
用
し
た
学
校
建
設
が
実
現
し
ま

し
た
。」

　

完
成
し
た
校
舎
は
、
木
の
ぬ
く
も
り
に

溢
れ
、
子
供
達
か
ら
も
大
変
好
評
で
あ
り

ま
す
。

　

新
し
い
木
造
校
舎
が
鬼
無
里
地
区
の
豊

左が「森の学び舎　鬼ら里」、右が「鬼無里小・中学校校舎」

か
な
森
林
資
源
の
ア
ピ
ー
ル
に
つ
な
が
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

当
組
合
で
は
、
木
材
の
有
効
活
用
策
と

し
て
管
内
の
公
共
建
築
物
（
学
校
・
保
育

園
・
公
民
館
・
村
営
住

宅
な
ど
、
大
規
模
案
件

と
し
て
は
Ｊ
Ｒ
長
野
駅

善
光
寺
口
の
大
庇
・
列

柱
工
事
）
の
木
造
化
・

木
質
化
に
地
域
材
を
活

用
す
る
事
に
積
極
的
に

取
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

現
在
手
掛
け
て
い
る

工
事
も
あ
り
ま
す
が
、

各
地
域
で
計
画
さ
れ
る

公
共
建
築
物
へ
の
木
材

利
用
を
、
組
合
員
の
皆

様
か
ら
も
行
政
等
へ
要

望
頂
く
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

多目的ホール

伐採地（十八部落生産森林組合　分収林）

←
↑
図
書
室
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長
野
県
議
会
農
政
林
務
委
員
会
に
陳
情

　

長
野
県
議
会
農
政
林
務
委
員
会
の
現
地

調
査
が
５
月
30
日
行
わ
れ
、
そ
の
席
上
、

次
の
項
目
に
つ
い
て
陳
情
を
受
け
て
頂
き

ま
し
た
。

１
．
森
林
整
備
事
業
の
拡
充
に
つ
い
て

⑴　

国
の
森
林
造
成
補
助
制
度
が
搬
出

間
伐
を
中
心
と
す
る
内
容
に
改
正
さ

れ
、
森
林
経
営
計
画
を
樹
立
し
搬
出

間
伐
に
取
組
ん
で
い
ま
す
が
、
国
の

厳
し
い
予
算
状
況
に
よ
り
十
分
な
森

林
整
備
が
行
わ
れ
に
く
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
の
で
、「
長
野
県
森
林

づ
く
り
県
民
税
」
活
用
事
業
の
搬
出

間
伐
事
業
へ
の
充
実
拡
充
を
要
望
。

⑵　

成
熟
期
を
迎
え
つ
つ
あ
る
人
工
造

林
地
で
、
主
伐
・
再
造
林
を
一
体
的

に
実
施
す
る
に
は
森
林
所
有
者
の
費

用
負
担
が
多
く
な
り
再
造
林
す
る
意

欲
を
失
っ
て
し
ま
う
の
が
現
状
な
の

で
、
現
在
の
補
助
制
度
で
不
十
分
な
、

地
拵
え
、
植
栽
、
下
刈
り
等
の
再
造

林
に
係
る
事
業
に
対
す
る
長
野
県
森

林
づ
く
り
県
民
税
に
よ
る
手
厚
い
補

助
を
要
望
。

２
．
松
く
い
虫
に
よ
る
枯
損
木
に
つ
い
て

⑴　

森
林
・
林
業
県
と
し
て
、「
枯
損

し
た
松
が
林
立
す
る
状
況
は
、
景
観

及
び
森
林
に
入
る
方
々
の
安
全
確
保

の
観
点
か
ら
伐
倒
処
理
を
行
う
必
要

が
あ
る
」
の
で
、
そ
の
た
め
の
予
算

確
保
を
要
望
。

３
．
施
業
集
約
化
の
推
進
へ
の
支
援
に
つ

い
て

⑴　

昨
年
４
月
森
林
法
の
一
部
改
正
が

行
わ
れ
、
林
地
の
境
界
情
報
等
を
整

備
す
る
た
め
、
市
町
村
が
統
一
し
た

基
準
で
作
成
す
る
『
林
地
台
帳
（
森

林
の
土
地
の
所
有
者
、
境
界
測
量
の

実
施
状
況
等
を
記
載
）
に
関
す
る
規

定
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
』
が
、
現
在

の
森
林
組
合
等
林
業
事
業
体
の
自
助

努
力
の
み
で
は
、
森
林
所
有
者
情
報

入
手
や
所
有
者
確
認
に
限
界
が
あ

り
、
森
林
所
有
者
や
森
林
の
境
界
特

定
が
進
ま
な
い
状
況
が
あ
っ
た
の
で
、

「
林
地
台
帳
を
整
備
す
る
事
業
の
内

容
充
実
と
市
町
村
へ
の
指
導
」
を
要

望
。

４
．
地
域
材
の
利
用
促
進
と
需
要
拡
大
対

策
の
充
実
に
つ
い
て

⑴　

「
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材

利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
き
、
公
共
建
築
物
の
木
造
化
・
木

質
化
に
地
域
材
の
活
用
が
積
極
的
に

進
め
ら
れ
る
事
と
、
一
般
住
宅
等
へ

の
地
域
材
使
用
に
対
す
る
更
な
る
補

助
制
度
の
充
実
と
、
土
木
工
事
等
へ

の
木
材
利
用
の
設
計
採
用
と
地
域
材

で
の
指
定
を
要
望
。

⑵　

公
共
建
築
物
等
に
つ
い
て
は
、
構

造
材
、
内
装
材
に
限
ら
ず
、
外
装
材
、

家
具
・
建
具
材
な
ど
へ
の
多
様
な
地

域
材
利
用
の
拡
充
を
要
望
。

⑶　

市
町
村
等
が
計
画
し
て
い
る
公
共

建
築
物
建
設
工
事
に
お
い
て
、
地
域

材
利
用
に
関
わ
る
情
報
提
供
と
市
町

村
等
へ
の
技
術
指
導
を
要
望
。

⑷　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
促
進
の
た

め
、
公
共
施
設
や
農
業
施
設
等
へ
の

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
設
置

に
対
す
る
助
成
措
置
の
予
算
増
額
を

要
望
。

　

戦
後
造
成
さ
れ
た
人
工
林
の
約
半
数
が

主
伐
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
一
方
、

「
森
林
所
有
者
の
経
営
意
欲
が
乏
し
く
経

営
管
理
が
出
来
て
い
な
い
、
境
界
が
わ
か

ら
な
い
、
所
有
者
や
共
有
者
が
わ
か
ら
ず

手
が
付
け
ら
れ
な
い
」
と
い
っ
た
森
林
が

多
く
存
在
し
、
こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
こ

う
し
た
森
林
が
ま
す
ま
す
増
え
る
事
が
予

想
さ
れ
早
急
な
対
策
が
必
要
な
た
め
、
林

野
庁
に
お
い
て
は
、
林
業
の
成
長
産
業
化

と
森
林
資
源
の
適
切
な
管
理
の
両
立
を
図

る
た
め
、「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」

を
創
設
す
る
こ
と
と
し
、
森
林
整
備
す
る

人
が
い
な
い
私
有
林
を
市
町
村
が
管
理
す

る
「
森
林
バ
ン
ク
」
制
度
の
創
設
を
盛
り

込
ん
だ
森
林
経
営
管
理
法
が
第
１
９
６
回

国
会
に
提
出
さ
れ
、
５
月
25
日
参
議
院
本

会
議
で
可
決
、
成
立
し
来
年
４
月
に
施
行

さ
れ
ま
す
。

　

「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」
の
概

要
は
、
①
森
林
所
有
者
に
適
切
な
森
林
管

理
を
促
す
た
め
、
森
林
管
理
の
責
務
を
明

確
化
。（
伐
採
後
の
造
林
保
育
を
義
務
付

け
）
②
森
林
所
有
者
自
ら
が
森
林
管
理
を

実
行
で
き
な
い
場
合
に
、
市
町
村
が
森
林

管
理
の
委
託
を
受
け
意
欲
と
能
力
の
あ
る

林
業
経
営
者
に
再
委
託
す
る
。
③
再
委
託

で
き
な
い
森
林
及
び
再
委
託
に
至
る
ま
で

の
間
の
森
林
に
お
い
て
は
、
市
町
村
が
管

理
を
行
う
。
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
31
年
度
か
ら
市
町
村
や
都

道
府
県
に
譲
与
が
始
ま
る
「
森
林
環
境
譲

与
税
（
仮
称
）」
に
つ
い
て
は
、「
市
町
村

が
行
う
間
伐
や
人
材
育
成
・
担
い
手
の
確

保
、
木
材
利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発
等
の

森
林
整
備
及
び
そ
の
促
進
に
関
す
る
費
用

並
び
に
都
道
府
県
が
行
う
市
町
村
に
よ
る

森
林
整
備
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
費

用
に
充
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
法
令

上
使
途
が
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

当
組
合
も
、
制
度
の
円
滑
な
導
入
と
効

果
的
な
運
用
が
図
れ
る
よ
う
関
係
各
所
と

協
力
し
て
参
り
ま
す
。

森
林
経
営
管
理
法
が

成
立
し
ま
し
た
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本
年
度
の
安
全
祈
願
祭
を
５
月
18
日
㈮

長
野
市
城
山
の
「
健
御
名
方
富
命
彦
神
別

神
社
（
た
け
み
な
か
た
と
み
の
み
こ
と
ひ

こ
か
み
わ
け
じ
ん
じ
ゃ
）」
で
、
酒
井
組

合
長
以
下
理
事
者
・
職
員
・
技
能
職
員
約

１
０
０
名
が
参
列
し
、
一
年
間
の
無
事

故
・
無
災
害
を
齋
藤
神
官
に
祈
願
し
て
頂

き
ま
し
た
。 安

全
祈
願
祭
、
安
全
衛
生
研
修
会
を
開
催

「
第
12
回
み
ん
な
で
育
て
る
協
働
の
森
づ
く
り
（
千
曲
市
植
樹
祭
）」
行
わ
れ
る

木 材 市 況

　市場では、スギについては価格は横ばい傾
向です。
　カラマツについては、高値で安定しており、
土木需要も大変多くなっており積極的な出材
依頼があります。
　当組合では、森林経営計画団地内の搬出間
伐推進により森林所有者皆様への利益還元に
努力していますので、森林経営計画樹立にご
理解ご協力願います。

第1040回　平成30年５月10日　長野県森林組合連合会　北信木材センター
樹種 長さ （ｍ）末口 （㎝）  平均値～高値 （円/㎥）  平均石値 （円） 備　　考

スギ

3.0 16～18 9,000～13,000 2,500 需要あり、直造材で
20上 10,000～13,500 2,800 直造材で

4.0
13下 4,500～5,500 1,250 需要あり
22～28 11,000～14,000 3,060 直造材で
30上 11,000～18,000 3,060 直造材で

カラマツ 4.0
13下 6,000～11,000 1,670 需要あり、直造材で
14～18 9,000～12,500 2,500 需要あり
20上 13,500～20,000 3,760 需要あり

5.0～6.0 13～18 13,000～16,000 3,620 需要あり、直造材で
（１石：0.27826㎥）

　

５
月
12
日
㈯
、
大
池
市
民
の
森
に
於
い

て
「
第
12
回
み
ん
な
で
育
て
る
協
働
の
森

づ
く
り
」
が
千
曲
市
主
催
で
、
市
内
の
全

小
学
校
９
校
か
ら
参
加
希
望
し
た
児
童
約

百
名
、
各
種
団
体
等
か
ら
の
参
加
者
約
百

名
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
エ
ノ
キ
、
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
、

シ
ラ
カ
バ
等
約
１
０
０
０
本
の
植
樹
を
行

い
ま
し
た
が
、
会
場
ま
で
の
長
い
坂
道
で

は
、
児
童
た
ち
の
爽
や
か
な
歌
声
が
聞
か

れ
、
一
般
参
加
の
方
々
も
思
わ
ず
口
ず
さ

み
、
和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

午
後
は
、
小
学
生
を
対
象
に
森
林
体

験
学
習
会
と
し
て
壁
掛
け
・
ワ
ッ

シ
ャ
ー
パ
ズ
ル
作
り
の
木
工
教
室
や

薪
割
り
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
組
合
が
担
当
し
た
薪
割
り
体
験

で
は
、
な
か
な
か
丸
太
を
割
れ
な
い

児
童
も
い
ま
し
た
が
、
何
度
も
鉈
を

振
り
下
ろ
し
て
い
る
う
ち
に
割
れ
た

瞬
間
の
満
面
の
笑
み
の
表
情
が
大
変

印
象
深
い
も
の
で
し
た
。

　

無
事
、
体
験
教
室
が
終
了
し
、
参

加
し
た
児
童
か
ら
「
楽
し
い
一
日
で

し
た
」
と
の
感
想
を
も
ら
い
、
充
実

し
た
一
日
が
過
ご
せ
た
事
を
嬉
し
く

思
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
長
野
県
自
治
会
館
大
会
議
室

で
、
北
信
森
林
管
理
署
三
島
次
長
様
、
長

野
地
域
振
興
局
林
務
課
佐
藤
課
長
様
を
来

賓
に
お
迎
え
し
安
全
衛
生
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
新
規
採
用
技
能
職
員
の
辞
令

交
付
、
無
災
害
・
無
事
故
３
年
間
を
達
成

し
た
西
山
支
所
山
王
班
の
表
彰
、
平
成
30

年
度
安
全
目
標
の
発
表
を
各
班
長
か
ら
し

て
頂
き
、
引
続
き
、
当
組
合
の

外
部
安
全
指
導
者
と
し
て
お
願

い
し
て
い
る
林
材
業
安
全
管
理

指
導
専
門
家　

市
川
和
歳
様
を

講
師
に
お
迎
え
し
、「
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
か
ら
見
た
安
全
作
業

に
つ
い
て
」
と
題
し
、
技
能
職

員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
各

種
防
止
規
定
の
順
守
）
も
含
め

た
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
災

害
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
の
、

指
差
し
呼
称
・
危
険
予
知
活
動

な
ど
の
実
践
に
よ
る
地
道
な
活
動
の
重
要

性
、
か
か
り
木
を
作
ら
な
い
・
上
下
作
業

の
禁
止
・
禁
止
事
項
は
や
ら
な
い
な
ど
安

全
に
対
す
る
意
識
（
作
業
水
準
・
技
術
）

の
向
上
に
努
め
る
事
の
大
切
さ
、
高
性
能

林
業
機
械
の
能
力
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に

は
日
頃
の
点
検
・
整
備
（
メ
ン
テ
ン
ナ
ン

ス
）
を
怠
ら
ず
行
い
大
切
に
扱
う
事
な
ど

を
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
。

　

組
合
か
ら
の
安
全
衛
生
指
導
を
関
野
専

務
理
事
か
ら
、「
災
害
の
起
き
な
い
職
場

風
土
づ
く
り
」
と
し
て
、「
禁
止
事
項
は

絶
対
や
ら
な

い
、
や
ら
せ
な

い
」
な
ど
の
お

願
い
と
約
束
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
充
実

に
よ
る
災
害
防

止
な
ど
の
指
導

が
あ
り
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

安全祈願祭

安全衛生研修会

　
植
樹
風
景

講師の市川和歳様 岡田千曲市長様を囲み記念写真



ＳＢＣラジオ「ずくだせえぶりでぃ」

毎週火曜日午前９時45分から55分

まで「私を森林に連れてって」を放送中

県下18森林組合で
は

ＳＢＣラジオで

ＪフォレストＰＲ活
動実施中

長野支所／〒380-0852 長野市大字長野東之門町2462番地（本所併設）
　　　　　　　　　　　　TEL 026-252-7373　FAX 026-252-7386
須高支所／〒382-0013 須坂市大字須坂746番地イ号
　　　　　　　　　　　　TEL 026-245-3003　FAX 026-245-2515
更埴支所／〒387-0016 千曲市大字寂蒔500番地 1
　　　　　　　　　　　　TEL 026-274-1004　FAX 026-272-2216

西山支所／〒381-2405 長野市信州新町新町214番地 1
　　　　　TEL 026-262-2266　FAX 026-262-3281
北部支所／〒389-1312 信濃町大字富濃403番地 1
　　　　　TEL 026-251-7311　FAX 026-255-3995
（戸隠連絡所）／〒381-4102 長野市戸隠豊岡1552番地
　　　　　TEL 026-254-3735　FAX 026-254-3785

鬼無里事業所／〒381-4301 長野市鬼無里2552番地
　　　TEL 026-256-2233　FAX 026-256-2234
西山事業所／〒381-3302 小川村大字高府 14 番地 1
　　　TEL 026-269-2124　FAX 026-269-3281
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編 

集 

後 

記

◇
来
年
度
か
ら
市
町
村
や
都
道
府
県
に
配
分
さ
れ
る

「
森
林
環
境
譲
与
税
（
仮
称
）」
は
、
当
初
３
年

間
は
年
２
０
０
億
円
で
す
が
、
法
令
上
使
途
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
森
林
の
少
な
い
首
都
圏

の
東
京
23
区
を
は
じ
め
と
す
る
自
治
体
は
「
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
（
都
市
の
気
温
上
昇
）
対
策
な
ど

で
木
材
利
用
の
促
進
を
図
る
事
が
想
定
さ
れ
ま

す
」
の
で
注
目
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
森
林
経
営
管
理
法
案
が
成
立
し
ま
し
た
が
、
森
林

管
理
や
林
業
経
営
に
行
政
が
強
力
に
介
入
出
来
る

よ
う
に
な
る
の
で
「
戦
後
林
政
の
大
転
換
」
と

言
っ
て
良
い
で
し
ょ
う
。

人
　
事
　
異
　
動

■
異
動
　
30
年
4
月
1
日
付

・
森
林
づ
く
り
推
進
課
長
兼
西
山
支
所
長
代
理

　
赤
松
　
玄
人

（
森
林
づ
く
り
推
進
課
長
兼
西
山
支
所
長
）

・
西
山
支
所
長 

伊
藤
　
賢
治
（
西
山
支
所
長
代
理
）

・
鬼
無
里
事
業
所
長
兼
営
業
企
画
課
販
売
・
バ
イ
オ
マ
ス
係

戸
谷
　
　
稔
（
鬼
無
里
事
業
所
長
）

・
西
山
事
業
所
長
兼
営
業
企
画
課
販
売
・
バ
イ
オ
マ
ス
係

河
野
　
行
和
（
西
山
事
業
所
長
）

・
鬼
無
里
事
業
所
係
長横

川
　
秀
一
（
鬼
無
里
事
業
所
技
師
）

・
営
業
企
画
課
購
買
・
利
用
係
嘱
託

　
根
津
　
則
夫

（
嘱
託
（
長
野
支
所
兼
務
））

・
須
高
支
所
嘱
託 

村
石
　
芳
美
（
再
雇
用
）

・
西
山
支
所
嘱
託 

久
保
田
武
男
（
再
雇
用
）

■
異
動
　
30
年
5
月
1
日
付

・
参
事 

寺
澤
　
泰
昭
（
参
事
兼
会
計
主
任
）

・
会
計
主
任
兼
総
務
課
長

　

和
田
　
浩
夫
（
総
務
課
長
）

■
採
用
（
技
能
職
員
）　

　
・
北
部
支
所

田
村
　
正
已
₃₀
年
４
月
９
日
付

■
退
職
（
職
員
）

　

・
西
山
支
所
係
長

久
保
田
武
男
₃₀
年
３
月
₃₁
日
付

　

・
総
務
課
嘱
託

小
林
　
正
一
₃₀
年
３
月
₃₁
日
付

　

・
須
高
支
所
嘱
託

村
石
　
芳
美
₃₀
年
３
月
₃₁
日
付

新人職員の紹介
北
部
支
所
技
能
職
員

田
村
　
正
已

　

私
は
、
４

月
９
日
付
で

長
野
森
林
組

合
の
技
能
職

員
と
し
て
採

用
と
な
り
ま

し
た
。
二
十
年
程
民
間
の
林
業
会
社

で
働
い
て
き
ま
し
た
。
森
林
組
合
に

入
っ
て
ま
だ
日
が
浅
く
仲
間
の
皆
さ

ん
に
迷
惑
を
か
け
る
と
思
い
ま
す

が
、
今
ま
で
の
仕
事
の
経
験
を
生
か

し
て
こ
れ
か
ら
は
森
林
整
備
を
中
心

に
「
安
全
第
一
」
で
自
分
な
り
に
精

一
杯
努
力
を
し
て
頑
張
り
ま
す
の

で
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

近
年
、
局
所
的
集
中
豪
雨
や
広
い
強

風
域
を
伴
っ
た
大
型
台
風
の
上
陸
な
ど

異
常
気
象
が
続
い
て
い
ま
す
。
昨
年
も

組
合
管
内
に
於
い
て
局
所
的
集
中
豪
雨

で
土
砂
崩
落
や
倒
木
の
発
生
が
あ
り
ま

し
た
。

　

当
組
合
で
は
、「
間
伐
を
し
た
ら
森

林
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。」
と
加

入
推
進
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

万
が
一
の
災
害
に
備
え
る
た
め
、
国

の
保
険
制
度
「
森
林
保
険
に
加
入
し
ま

し
ょ
う
。」

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
お
近
く
の
支
所

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
森
林
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

保険金のお支払い
の対象となる
８つの災害

火　災

水　害

干　害

潮　害

風　害

雪　害

凍　害

噴火災

７
月
か
ら
８
月
の
お
盆

に
か
け
て
の
お
中
元
シ
ー

ズ
ン
に
併
せ
、
鬼
無
里
事

業
所
食
品
加
工
工
場
で
製

造
し
て
い
る
『
き
の
こ
と

山
菜
の
加
工
品
詰
合
せ
の

ギ
フ
ト
フ
ェ
ア
』
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。

国
産
・
長
野
県
産
の
き

の
こ
や
山
菜
等
の
原
材
料

を
、
遺
伝
子
組
換
え
で
な

い
作
物
を
原
料
に
し
た
調

味
料
を
使
用
し
、
化
学
調

味
料
や
合
成
添
加
物
を
一

切
使
用
せ
ず
に
『
安
心
・
安
全
に
こ
だ
わ
り
を
持
っ

て
製
造
し
て
お
り
ま
す
。』

近
年
、
国
産
原
料
を
確
保
す
る
に
は
、
限
ら
れ
た

旬
の
時
期
に
1
年
分
の
原
料
を
確
保
し
な
く
て
は
な

ら
ず
、
そ
の
年
の
天
候
等
に
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
農
山
村
の
人
口
減
少
・
高
齢
化
が
著
し
く
、

「
山
菜
等
物
が
あ
っ
て
も
収
穫
す
る
取
り
手
の
方
々

が
い
な
い
」
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
今
春
の
「
ふ
き

の
と
う
」
は
、
青
森
県
十
和
田
湖
周
辺
で
は
取
り
手

が
不
足
し
契
約
数
量
が
確
保
出
来
ず
、
急
遽
、
北
海

道
か
ら
不
足
分
を
調
達
し
ま
し
た
。

お
薦
め
商
品
と
し
て
は
、
贈
答
用
と
し
て
「
ご

飯
大
好
き
セ
ッ
ト
（
６
本
詰
合
せ
）」
や
「
き
の
こ

と
山
菜
８
本
セ
ッ
ト
」
を
は
じ
め
、
身
近
な
方
へ
の

手
土
産
や
ご
自
宅
用
に
も
適
し
た
「
え
の
き
茸
茶

漬
セ
ッ
ト
（
３
本
詰
合
せ
）」
や
期
間
限
定
の
特
別

セ
ッ
ト
「
ご
飯
あ
っ
た
か
セ
ッ
ト
（
３
本
詰
合
せ
）」

等
も
特
別
価
格
に
て
御
用

意
し
て
お
り
ま
す
。

事
前
に
ご
注
文
頂
き
ま

す
と
、
後
日
、
お
客
様
の

お
近
く
の
支
所
で
、
品
物

を
お
渡
し
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

ご
注
文
お
問
い
合
わ
せ

は
、
鬼
無
里
事
業
所
（
Ｔ

Ｅ
Ｌ
０
２
６

－

２
５
６

－

２
２
３
３
）、
お
近
く
の
各

支
所
又
は
本
所
ま
で
お
願

い
致
し
ま
す
。

贈
り
物
に
『
き
の
こ
と
山
菜
加
工
品

の
詰
合
せ
』
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か

「ご飯あったかセット」→

土
手
の
草
刈
り
時
の
足
場
と
し
て

円
柱
丸
太
を
活
用
し
ま
せ
ん
か

西
山
事
業
所

　

農
地
の
基
盤
（
耕
地
）
整
備
が
進
み
、

「
傾
斜
が
急
で
長
い
畦
畔
と
な
り
、
草

刈
時
の
足
場
確
保
が
容
易
で
な
く
危
険

を
感
じ
る
水
田
、
畑
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。」
写
真
の
よ
う
に
、
当
組
合
で
円

柱
加
工
し
た
カ
ラ
マ
ツ
間
伐
材
を
足
場

（
木
杭
、
横
木
）
と
し
て
施
工
し
利
用

し
て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。
円
柱
丸

太
の
直
径
は
、
９
～
10
㎝
な
ど
各
種

あ
り
ま
す
し
、
防
腐
加
工
も
出
来
ま

す
。
そ
の
他
の

土
木
用
資
材
も

ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
寸
法
・
価

格
・
納
期
な
ど

お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ

い
。（
西
山
事

業
所
：
Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
２
６

－
２
６

９
－

２
１
２
４
）

畦畔に施工された足場


